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どんな発明？

こんなことに使える！

こんな研究室です！

近年、放射線を受けたある種の物質
が後に加熱されたときに発光する熱蛍
光現象を利用した放射線の測定技術が
進展しています。
しかしながら、従来の加熱方式（赤

外線や熱風等）では、熱蛍光素子を構
成するガラス管やその他の部品の溶融
や変形を防ぐため、例えば、約３５
０℃以下の温度範囲で読み出しを行っ
ており、熱蛍光素子から一部の温度領
域までしか放射線エネルギーを読み出
すことができていませんでした。
そこで、本発明は、レーザー加熱方

式を採用することで、従来よりもさら
に高温領域まで熱蛍光特性を把握する
ことを可能にした熱蛍光の測定方法を
提供します。

本発明によれば、放射線エネルギー
の計測時間の短縮化や効率化、装置の
小型化を実現できます。
また、水晶体用の個人被ばく線量計

やホウ素中性子捕捉療法における中性
子とγ線混在場でのγ線測定用素子、
二次元測定、さらには最先端の医療技
術への応用が期待できます。

放射線を利用した医療技術の発展に
は、それに応じた検出方法の開発が不
可欠です。眞正研究室は、古くから知
られる鉱物などの物理特性を利用した、
次世代放射線検出器の開発に取り組ん
でいます。
本研究室との産学連携で自社が抱え

る技術的課題の解決にチャレンジして
みませんか。
皆様からのご相談をお待ちしていま

す！

41


	P2020-0022_shinsho#
	スライド番号 1




